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(百万円未満切捨て)   

1. 平成 27 年 3 月期第 3四半期の連結業績（平成 26 年 4 月 1日～平成 26 年 12 月 31 日） 

(1) 連結経営成績(累計)                          (％表示は対前年同四半期増減率)    
 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 8,705 2.1 93 51.4 117 78.0 68 495.0 
26年3月期第3四半期 8,530 △3.9 62 ― 66 ― 11 ― 

 

(注) 包括利益 27年3月期第3四半期 318百万円（373.6％） 26年3月期第3四半期 67百万円（―％）
 
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  

 円 銭 円 銭  

27年3月期第3四半期 20 33 ― ―    
26年3月期第3四半期 3 42 ― ―    

 

(2) 連結財政状態   
 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第3四半期 10,412 3,849 34.3 1,053 41

26年3月期 9,841 3,481 32.8 951 67 
(参考) 自己資本 27年3月期第3四半期 3.568百万円  26年3月期 3,224百万円 

 

 
2. 配当の状況  

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年3月期 ― ― ― 7.00 7.00 

27年3月期 ― ― ―   

27年3月期(予想)    7.00 7.00 

(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 
 

 
3. 平成 27 年 3 月期の連結業績予想（平成 26 年 4 月 1日～平成 27 年 3 月 31 日） 

(％表示は、対前期増減率)   

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,800 0.1 80 32.0 100 9.7 80 30.7 23 61

(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 



  

4. 注記事項 
 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

    新規 ―社  除外 ―社 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

   

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
 
 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

 ④ 修正再表示 ： 無 

 

(4) 発行済株式数（普通株式） 
  

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 3,420,000株 26年3月期 3,420,000株

② 期末自己株式数 27年3月期3Q 32,220株 26年3月期 32,120株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q  3,387,851株 26年3月期3Q 3,388,191株
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

    この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は継続中であります。 
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料の業績予想につきましては、当社が現時点で入手している情報に基づいたものであり、実際の業

績につきましては今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

業績予想等の前提となる条件等については、〔添付資料〕3ページ［当四半期の連結業績等に関する定

性的情報］(3)連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による積極的な経済政策により円安・
株高傾向が続き、企業業績の回復や雇用情勢の改善など明るい兆しが見られたものの、輸出関連
企業と原材料等の調達コスト増となる企業との間で景況感の違いも目立ち始めました。 
また、消費増税後の国内景気の持ち直しの動きは鈍く、更なる消費税率アップは先延ばしにな

りましたが、駆け込み需要の反動減から抜けきれず、加えて円安に伴う物価上昇による実質賃金
の低下、夏場の異常気象や度重なる自然災害の影響等により、景気回復の勢いを欠く状況となっ
ております。 
一方、当社グループを取り巻くガス事業分野も改正電気事業法が成立し、2016 年の電力小売の

完全自由化が決定されたことを受け、規制緩和の方向に進み、業種の垣根を越えた業界再編に向
けての変化が予想されます。 
また、設備投資は、底堅く推移しているものの、建設費の上昇などの懸念材料から、いまだ力

強さに欠ける状況となっております。 
このような経済情勢のなか、当社グループはＬＰガス容器の需要が増大したことや畜産分野の

主力製品である飼料タンクの販売数量が増加したことにより、高圧機器事業と施設機器事業が増
収となりました。 
この結果、当第 3 四半期連結累計期間の売上高は 87 億 5 百万円（前年同期比 1 億 75 百万円の

増収）となり、営業利益は 93 百万円（同 31 百万円の増益）、経常利益は 1 億 17 百万円（同 51
百万円の増益）、四半期純利益は 68 百万円（同 57 百万円の増益）となりました。 

 

報告セグメントの種類別の業績は、次のとおりであります。 

 

高圧機器事業は、ＬＰガス容器及び一般高圧ガス容器の販売数量が増加したことにより、事業全体

の売上高は 51 億 50 百万円となり、前年同期を 89 百万円(1.8％)上回りました。また、セグメント利

益（営業利益）は、売上高の増加及び生産効率の向上により前年同期を 87 百万円上回る 4 億 41 百万

円となりました。 

鉄構輸送機事業は、コンベヤ設備を主体とした搬送機器の受注が減少したことにより、事業全体の

売上高は 4 億 88 百万円となり、前年同期を 43 百万円(8.2%)下回りました。また、セグメント損益

（営業損益）は、工事費、資材価格及び労務費等の上昇により、前年同期の 11 百万円の黒字から 16

百万円の赤字になりました。 

施設機器事業は、畜産分野の主力製品である飼料タンクの販売数量が増加したことにより、事業全

体の売上高は 9 億 15 百万円となり、前年同期を 1 億 88 百万円(26.0％)上回りました。また、セグメ

ント損失(営業損失)は売上高の増加により、26 百万円と前年同期と比べ 8 百万円の赤字縮小となりま

した。 

運送事業は、貨物輸送量が減少したことにより、事業全体の売上高は 21 億 50 百万円となり、前年

同期を 59 百万円(2.7%)下回りました。また、セグメント利益（営業利益）は、売上高の減少により、

前年同期を 10 百万円下回る 42 百万円となりました。 
 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 
 

当第 3 四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して 5 億 70 百万円(5.8％)
増加し、104 億 12 百万円となりました。 

資産は、現金及び預金が 1 億 30 百万円減少しましたが、投資有価証券が時価の上昇により 3 億
73 百万円、たな卸資産が 1億 48 百万円及び売上債権が 1億 29 百万円それぞれ増加しました。 

負債は、退職給付に係る負債が 1 億 98 百万円減少しましたが、前受金が 1 億 75 百万円、繰延
税金負債を主体に固定負債その他が 1 億 24 百万円及び仕入債務が 1 億 57 百万円それぞれ増加し
た結果、負債合計は 2億 1百万円(3.2%)増加し、65 億 62 百万円となりました。 

純資産は、利益剰余金が 1 億 21 百万円、その他有価証券評価差額金が 2 億 22 百万円増加した結
果、純資産合計は 3億 68 百万円(10.6%)増加し、38 億 49 百万円となりました。
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 

当社グループを取り巻く国内関連業界は、景気回復の期待感はありますものの、急激な変化な

く推移するものと予測されます。この様な状況のなか、当社グループは収益の確保に向け売上の

拡大及びあらゆるコストの削減に努めてまいる所存であります。 

通期の業績予想につきましては、年間を通しての売上及び利益の見込については大きな変動が

ないものと判断して、平成 26 年 3 月期決算短信（5 月 14 日）にて発表しましたものより変更し

ておりません。 

今後、当社グループを取り巻く国内関連業界の情勢の変化により、通期業績予想について、見

直しが必要と判断した場合には、速やかに開示致します。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

   「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年 5 月 17 日。以下「退

職給付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第 25 号 平成 24 年 5 月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職

給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第 1

四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を

従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づき割引率を決定する方法から退職給付支

払ごとの支払見込期間を反映する方法へ変更しております。 

   退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱

いに従って、当第 3 四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計

算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

   この結果、当第 3 四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 76,495 千円減少し、

利益剰余金が同額増加しております。なお、当第 3 四半期連結累計期間の営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 
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３．【四半期連結財務諸表】 
          (単位：千円)
          

前連結会計年度 
(平成 26 年３月 31 日) 

当第３四半期連結会計期間
(平成 26 年 12 月 31 日) 

資産の部 
 流動資産 
  現金及び預金 906,258 776,217

  受取手形及び売掛金 3,374,931  3,451,853

  電子記録債権 90,438 143,027

  製品 142,717 149,769

  仕掛品 535,453 660,165

  原材料及び貯蔵品 220,519 237,613

  その他 106,424 116,377

  貸倒引当金 △1,534 △1,571

  流動資産合計 5,375,208 5,533,452

 固定資産 
  有形固定資産 
   建物及び構築物（純額） 547,403 576,644

   機械装置及び運搬具（純額） 333,926 329,911

   土地 2,207,049 2,207,049

   リース資産（純額） 91,822 78,431

   建設仮勘定 20,864 47,025

   その他（純額） 14,513 21,791

   有形固定資産合計 3,215,579 3,260,854

  無形固定資産 37,843 36,531

  投資その他の資産

   投資有価証券 1,091,830 1,465,211

   建設協力金 19,860 15,450

   その他 156,644 155,705

   貸倒引当金 △55,618 △55,109

   投資その他の資産合計 1,212,717 1,581,257

  固定資産合計 4,466,139 4,878,643

 資産合計 9,841,347 10,412,096
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          (単位：千円)
          

前連結会計年度 
(平成 26 年３月 31 日) 

当第３四半期連結会計期間
(平成 26 年 12 月 31 日) 

負債の部 
 流動負債 
  支払手形及び買掛金 1,541,121  1,421,529

  電子記録債務 462,039 738,825

  短期借入金 1,902,829 1,707,640

  リース債務 32,860 31,362

  未払金 156,995 173,078

  未払費用 85,507 97,151

  未払法人税等 35,750 8,639

  未払消費税等 41,953 62,305

  前受金 112,285 288,100

  賞与引当金 80,811 29,497

  役員賞与引当金 12,000 9,000

  その他 32,640 98,611

  流動負債合計 4,496,794 4,665,743

 固定負債 
  長期借入金 376,434 502,804

  リース債務 117,855 98,873

  役員退職慰労引当金 75,684 75,684

  退職給付に係る負債 1,116,813 918,191

  その他 176,623 300,895

  固定負債合計 1,863,411 1,896,448

 負債合計 6,360,206 6,562,192

純資産の部 
 株主資本 
  資本金 1,710,000 1,710,000

  資本剰余金 329,347 329,347

  利益剰余金 1,035,307 1,157,190

  自己株式 △80,755 △80,832

  株主資本合計 2,993,899 3,115,704

 その他の包括利益累計額 
  その他有価証券評価差額金 230,236 453,000

  その他の包括利益累計額合計 230,236 453,000

 少数株主持分 257,006 281,198

 純資産合計 3,481,141 3,849,903

負債純資産合計 9,841,347 10,412,096
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第 3四半期連結累計期間】  

          (単位：千円)
          前第３四半期連結累計期間

(自 平成 25 年４月１日 
 至 平成 25 年 12 月 31 日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成 26 年４月１日 

 至 平成 26 年 12 月 31 日)

売上高 8,530,029 8,705,070

売上原価 6,890,310 6,913,948

売上総利益 1,639,718 1,791,122

販売費及び一般管理費 1,577,664 1,697,164

営業利益 62,053 93,958

営業外収益 
 受取利息 788 723

 受取配当金 14,288 14,973

 助成金収入 1,486 15,538

 その他 16,383 15,294

 営業外収益合計 32,947 46,529

営業外費用 
 支払利息 19,918 15,039

 出向者人件費 2,599 1,563

 その他 6,438 6,308

 営業外費用合計 28,956 22,911

経常利益 66,044 117,576

特別利益 
 固定資産売却益 3,269 909

 特別利益合計 3,269 909

特別損失 
 固定資産除売却損 312 460

 ゴルフ会員権評価損 3,800 -

 特別損失合計 4,112 460

税金等調整前四半期純利益 65,201 118,025

法人税、住民税及び事業税 29,451 29,724

法人税等調整額 7,801 7,079

法人税等合計 37,252 36,804

少数株主損益調整前四半期純利益 27,949 81,220

少数株主利益 16,371 12,334

四半期純利益 11,577 68,885
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【四半期連結包括利益計算書】 
 【第 2四半期連結累計期間】  

          (単位：千円)
          前第３四半期連結累計期間

(自 平成 25 年４月１日 
 至 平成 25 年 12 月 31 日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成 26 年４月１日 

 至 平成 26 年 12 月 31 日)

少数株主損益調整前四半期純利益 27,949 81,220

その他の包括利益 
 その他有価証券評価差額金 39,296 237,238

 その他の包括利益合計 39,296 237,238

四半期包括利益 67,245 318,458

（内訳） 
 親会社株主に係る四半期包括利益 49,827 291,649

 少数株主に係る四半期包括利益 17,418 26,809

 



 中国工業㈱（5974）平成 27 年 3月期 第 3四半期決算短信 

―8― 

 

(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
 

（セグメント情報等) 

Ⅰ  前第 3四半期連結累計期間(自  平成 25 年 4月 1日  至  平成 25 年 12 月 31 日) 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      (単位：千円) 

 

報告セグメント 
調整額 

(注)1 

四半期  

連結損益 

計算書  

計上額  

(注)2 

高圧機器 

事業 

鉄構輸送機

事業 

施設機器

事業 
運送事業 計 

売上高        

  外部顧客への売上高 5,061,013 531,834 726,834 2,210,347 8,530,029 ― 8,530,029

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

18,164 ― ― 402,757 420,922 △420,922 ―

計 5,079,177 531.834 726,834 2,613,104 8,950,951 △420,922 8,530,029

セグメント利益又は損失(△) 353,888 11,709 △34,319 52,542 383,821 △321,767 62,053

(注) 1 セグメント利益又は損失の調整額△321,767 千円には、セグメント間取引消去 827 千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△322,595 千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない、経営管理部、総務部等

管理部門に係る費用であります。  

2 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。 

 
Ⅱ  当第 3四半期連結累計期間(自  平成 26 年 4月 1日  至  平成 26 年 12 月 31 日) 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      (単位：千円) 

 

報告セグメント 
調整額 

(注)1 

四半期  

連結損益 

計算書  

計上額  

(注)2 

高圧機器 

事業 

鉄構輸送機

事業 

施設機器

事業 
運送事業 計 

売上高        

  外部顧客への売上高 5,150,587 488,193 915,710 2,150,579 8,705,070 ― 8,705,070

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

4,880 ― 4,080 438,031 446,992 △446,992 ―

計 5,155,467 488,193 919,790 2,588,611 9,152,063 △446,992 8,705,070

セグメント利益又は損失(△) 441,834 △16,718 △26,205 42,425 441,334 △347,376 93,958

(注) 1 セグメント利益又は損失の調整額△347,376 千円には、セグメント間取引消去 762 千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△348,139 千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない、経営管理部、総務部等

管理部門に係る費用であります。  

2 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。 
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